
 
 
 
 
 
 
 

第 1721 回例会 

平成 24 年 10 月 15 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング       「我等の生業」 

３．ゲスト紹介 テレビ和歌山 取締役 岩田 広夫 様 

４．ビジター紹介    海南 RC  中村 哲三 様 

５．出席報告 

会員総数 55 名 出席者数 36 名 

  出席率 65.45％ 前回修正出席率 69.09％ 

 

６．会長スピーチ      会長 花田 宗弘 君 

○根来寺ハイキング 
先週の月曜日は例会が休みだ

ったので、根来寺周辺のハイキン

グを行いました。家族も含めて 17
名の参加がありました。 

晴天の恵まれ語り部さんより

根来寺の歴史を聞き、紀ノ川名物

の「じゃこ寿司」を食べて、森の

中を散策し、有意義な一日を過ごすことが出来ました。

遠くまで行かなくても、ゆっくり歩くと近くにまだ知

らない良い所が一杯あるのだと言うことを再認識い

たしました。ロータリーファミリー参加イベント、第

3 弾として 12 月には餅つき大会を企画していますの

で、皆様方の参加をお待ちしています。 
○公開例会 
１）来週（10 月 22 日）は海南 3 クラブ主催の公開

例会となります。講演は、稲むらの火の館 館長の熊

野 亨氏による｢濱口梧陵と津波防災｣です。 
段取りは後ほど SAA の方から説明してもらいます

が、部外者の参加の呼び掛けにご協力をお願い致しま

す。案内チラシはテーブルに置いてあります。 

２）また 21 日には岩出ロータリークラブ主催の 

新世代講演会があります。このクラブは新世代の育成

に非常に熱心で、毎年必ず青少年交換を行っています。 
毎年の恒例行事になりますと、来年は何処の国から

どんな子供が来るのか心待ちになるようです。この案

内チラシもテーブルに置いてありますので興味のあ

る方は参加下さい。 
 
７．幹事報告         幹事 中西 秀文 君 
○例会臨時変更のお知らせ 
新宮ＲＣ 10月17日(水)→10月17日(水) 

早朝清掃例会 7:00～ 熊野速玉大社 
      10月24日(水)→10月28日(日)地区大会 
高野山RC 10月19日(金)→10月19日(金) 

「ロータリー100年の森林」清掃例会 
10月26日(金)→10月28日(日) 地区大会 

海南ＲＣ 10月24日(水)→10月22日（月） 

18：00～ 海南市保険福祉センター 

（海南３クラブ合同例会） 
岩出ＲＣ 10月25日(木)→10月21日（日） 

12：00～ 例会          

岩出市総合体育館・小ホール 
14：00～ 新世代講演会      

「日本人のこころと平和」 
橋本紀ノ川RC 10月30日(火)→10月28日(日) 

地区大会 ビックアイ 
有田2000RC 10月31日(水)→10月27日(土) 

10月27日(日)       地区大会 
11月7日(水)→11月3日(土)4日(日)  

会員一泊親睦例会 
○休会のお知らせ 
 粉河ＲＣ  10月31日（水） 
 海南ＲＣ  10月31日（水） 
海南西ＲＣ 11月29日（木） 

 
８．委員会報告 

○職業奉仕委員会      委員長 倉橋 利徳 君 

 職業奉仕委員会の活動として、お互

いの仕事をもっと知り合うため、会員

のお仕事をＰＲしていただくための冊

子を作りたいと考えています。記入例

と記入用紙をお配りますので、よろし

くご協力をお願いします。 
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10．ゲスト卓話 

テレビ和歌山 取締役  岩田 広夫 様 

テレビ和歌山は設立して来

年で 40 年を迎えます。 

その間、県下唯一のテレビ局と

して、地元密着の番組を中心に

放送してきました。私はアナウ

ンサーを目指していましたが、

面接の時の社長の一言で営業

に配属され、その後 40 年、営

業ひと筋で頑張ってきました。

その間、色々ありましたが特に

印象に残っていることがやはり紀三井寺はやしのＣ

Ｍに出演したことです。 

最初に作ったのは昭和 54 年の 2月で、その当時は 16

ミリのフィルムでした。メガネをかけて、つけまゆ毛

で淀川長治のものまねでした。おじさんを風呂へほう

り込んでいるのですが、放込まれた方がなんと海南の

八百屋のおじさんでした。 

それから 30 年余り 3 回のリニューアルを経て現在

に至っています。 

素顔ではわかりませんが、メ

ガネをかけると誰でもわかっ

てくれるので大いに活用して

おります。 

これからますますきびしい

時代になってきますが、県域テ

レビ局として県民皆様と共に

歩んでいきたいと思いますの

でご支援よろしくお願い致し

ます。 

 

11．閉会点鐘 

 
次回例会 
第 1722 回例会 23 年 10 月 23 日(月) 

   海南保健福祉センター 19：00～20：30 
海南３クラブ合同公開例会 
講演会「濱口梧陵と津波防災について」 

稲むらの火の館 館長 熊 野 亨氏 
 
 
 

 

 朝井  修君 県展の写真の部で入賞しました。 

 千賀 知起君 岩田さん、わざわざ有難うございま

す。卓話たのしみにしています。 

 前田 洋三君 岩田さん、ようこそ、おいでくださ

いました。 

 上中 嗣郎君 岩田さん、ご苦労様です。 

 山名 正一君 岩田様、本日、宜しくお願いします。 

 三木 正博君  中国語会話勉強会の参加よろしく。 

 

 

 

 

 

 

 

ウルグアイで保健サービス改善に 

尽くすロータリー奨学生 
米国テキサス州出身

のジュリア・ルコムニク

さんは、モンテビデオ

（ウルグアイ）の医療サ

ービスを向上させるた

めに、ロータリーの奨学

金を受けて、ウルグアイ

の大学院で保健政策を

学んでいます。この奨学

金は、ロータリーの重点

分野「疾病予防と治療」

を支援するため、グローバル補助金を利用して実現さ

れたものです。「私が特に焦点を当てているのは、社

会的・経済的な理由から必要な医療を受けられない

人々です。これは基本的な人権にもかかわる問題です。

この修士課程で学ぶことによって、問題解決に必要な

知識やスキルを身に付けたいと考えています」ルコム

ニクさんは当初、ロータリーの第 5890 地区が支援す

る 1 年間の国際親善奨学金を申請していました。同じ

大学の元ロータリー奨学生から体験談を聞いて関心

をもったのがきっかけです。しかし、申請が受理され

る頃には、同地区がロータリー財団の未来の夢（新補

助金モデル）試験段階に参加するため、国際親善奨学

金ではなく、グローバル補助金を受けることとなりま

した。1～4 年間の奨学金の提供が可能です。今回の

留学についてルコムニクさんが語ります。「大学を卒

業したら、ラテンアメリカで、公共保健の研究を続け

たいと考えていました。また地元地域のために貢献し

たいという思いもありました。ロータリーの使命と奨

学金の目標は、このような私の希望とぴったり合うも

のだったのです」ルコムニクさんは、学業のかたわら、

女性のための保健団体でパートタイムの仕事をして

います。ここでは、ウルグアイでエイズの感染率の高

い性転換者の支援も行っており、感染予防の推進に努

めています。「私たちの研究では問題の要因を探り、

その要因を理解した上で特定の人々にどのような対

応をすべきか、また彼らのニーズをどのように満たす

ことができるかを調べます。これまでにも社会的弱者

のための活動を行った経験がありますが、今回、ロー

タリー奨学生として、もっと草の根レベルの活動に関

与することができ、毎日が学びの連続です」と話すル

コムニクさん。必要に応じた改善を加えながら保健団

体を運営する方法を学ぶ一方、異文化体験を通じて、

人間として成長できると話します。「外国の生活を直

に体験することができました。そこで自分の文化や生

き方を振り返り、また自分が慣れた生活から離れて初

めて見えてくることもありました。この経験は、私の

これからの人生に大きく影響するでしょう」 

会報委員会    委員長：谷脇 良樹  副委員長：奥村 匡敏  委員：小椋 孝一 岸 友子 横出 廣 阪口 洋一


